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一
方
の
花
よ
り
も
、
世
界
の
花
と
な
れ
、
と
仰
せ
ら
れ
て
、
直
に
御
断

申
上
る
。	

（
略
歴
「
花
蹊
日
記　
第
八
号
」
文
久
元
年
八
月
六
日
条
）

又
、
姉
小
路
様
よ
り
文
参
り
て
、
和
宮
様
の
花
よ
り
も
、
世
界
の
花
と

な
ら
む
事
を
望
む
、
よ
つ
て
此
度
ハ
止
む
べ
し
、
と
仰
せ
ら
れ
て
、
早

速
御
断
り
す
。	（
略
歴
「
花
蹊
日
記　
第
九
号
」
文
久
元
年
八
月
六
日
条
）

　

日
記
か
ら
す
る
と
、
公
知
の
判
断
は
、
絵
画
の
才
が
花
開
き
つ
つ
あ
る
花

蹊
の
現
況
を
慮
っ
て
の
も
の
と
理
解
で
き
る
。
だ
が
、
理
由
は
お
そ
ら
く
そ

れ
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
翌
年
十
月
、
花
蹊
の
父
重
敬
と
弟
重
威
を
供
に
、

公
知
は
幕
府
へ
の
攘
夷
督
促
の
副
使
と
し
て
、
正
使
・
三
条
実
美
と
と
も
に

江
戸
に
向
か
う
。
後
の
明
治
政
府
に
お
い
て
、
最
高
官
の
太
政
大
臣
を
務
め

た
実
美
と
は
異
な
り
、
公
知
は
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
に
暗
殺
さ
れ
、
志

半
ば
で
世
を
去
る
こ
と
と
な
る
。
と
は
い
え
こ
の
時
期
の
公
知
は
、
実
美
同

様
、
尊
王
攘
夷
派
の
公
家
を
代
表
す
る
存
在
で
あ
り
、
和
宮
降
嫁
に
は
反
対

だ
っ
た
。
辞
退
の
背
景
に
は
、
花
蹊
の
将
来
へ
の
配
慮
だ
け
で
な
く
、
そ
う

し
た
公
知
の
政
治
的
立
場
が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

　

だ
が
同
時
に
公
知
が
、
花
蹊
の
「
才
」
に
期
待
し
て
い
た
の
も
事
実
だ
ろ

 「
世
界
の
花
と
な
ら
む
事
を
望
む
」

　
　

─
跡
見
花
蹊
に
み
る
＂
知
＂
の
継
承
と
明
治
初
期
の
女
性
教
育 

─

榊　

原　

千　

鶴

一
、
は
じ
め
に

　

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
八
月
、
大
阪
中
之
島
で
家
塾
を
営
む
跡
見
花
蹊

の
も
と
に
、
父
重
敬
が
仕
え
る
姉
小
路
公
知
よ
り
一
通
の
書
状
が
届
い
た
。

書
状
に
は
、
皇
女
和
宮
の
将
軍
家
降
嫁
に
あ
た
り
、
花
蹊
を
付
人
と
し
て
推

挙
す
る
声
の
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
跡
見
家
で
は
両
親
を
は
じ
め
親

類
一
同
、「
此
時
節
に
ハ
実
に
一
大
出
世
と
て
皆
々
悦
び
居
た
り
」①
（
略
歴
「
花

蹊
日
記　
第
八
号
」）
と
い
う
祝
福
の
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
が
、
結
果
的
に
は

公
知
の
意
向
に
よ
り
、
花
蹊
は
付
人
を
辞
退
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
経
緯

を
、
日
記
と
自
身
が
ま
と
め
た
略
歴
二
種
そ
れ
ぞ
れ
に
、
花
蹊
は
次
の
よ
う

に
記
す
。

此
朝
、
京
姉
小
路
様
よ
り
文
参
り
、
私
江
戸
行
ニ
付
、
殿
様
ひ
ど
く
御

し（
思
案
）

や
ん
遊
さ
れ
候
へ
ど
も
、
先
々
画
の
こ
ち
ら
に
て
盛
相
成
ゆ
へ
、
余

り
お
し
き
物
と
御
申
遊
し
、
先
々
や
め
る
が
よ
い
と
御
申
遊
し
候
て
、

文
参
り
候
。	

（『
花
蹊
日
記
』
文
久
元
年
八
月
十
日
条
）

是
ハ
伏
原
大
納
言
よ
り
の
御
進
め
ニ
候
処
、
公
知
卿
ハ
、
和
宮
様
の
御

「
世
界
の
花
と
な
ら
む
事
を
望
む
」　　
　

―

跡
見
花
蹊
に
み
る＂
知
＂の
継
承
と
明
治
初
期
の
女
性
教
育 ―
（
榊
原
）	

一
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う
。
す
で
に
大
阪
の
地
で
、
富
豪
の
娘
た
ち
に
漢
学
・
書
画
を
教
授
し
、
そ

の
学
才
を
知
ら
れ
て
い
た
花
蹊
に
、
公
知
は
あ
る
種
の
可
能
性
を
見
て
い
た

の
で
は
な
い
か
。
そ
う
し
た
公
知
の
思
い
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
し
て
、
花
蹊

が
自
筆
略
歴
に
書
き
残
し
た
「
世
界
の
花
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
公
知
に

と
っ
て
は
花
蹊
に
寄
せ
る
期
待
の
大
き
さ
を
、
花
蹊
に
と
っ
て
は
立
志
と
自

負
を
、
そ
れ
ぞ
れ
象
徴
す
る
も
の
だ
と
考
え
る
。
父
重
敬
は
、
勤
王
の
志
に

よ
り
、
姉
小
路
家
に
仕
え
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
父
の
娘
で
あ
っ

て
み
れ
ば
、
こ
の
こ
と
ば
の
裏
に
あ
る
公
知
の
思
惑
を
、
花
蹊
も
暗
に
そ
れ

と
察
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
公
知
亡
き
後
、
花
蹊
一
族
を
庇
護
し
、

跡
見
開
学
に
力
を
貸
し
た
三
条
実
美
の
動
き
は
、
尊
王
攘
夷
派
の
公
家
が
花

蹊
に
期
待
し
た
政
治
的
な
役
割
を
想
像
さ
せ
る
。

　

公
知
が
望
ん
だ
「
世
界
の
花
」
へ
の
道
を
、
果
た
し
て
花
蹊
は
ど
の
よ
う

に
歩
も
う
と
し
た
の
か
。
本
稿
は
そ
の
歩
み
を
、
花
蹊
自
身
の
思
い
、
教
養
、

跡
見
学
校
で
の
教
育
活
動
、
花
蹊
を
取
り
巻
く
人
々
、
と
い
う
四
つ
の
面
か

ら
立
体
的
に
捉
え
る
こ
と
を
め
ざ
す
。
対
象
と
す
る
の
は
、
主
と
し
て
明
治

初
期
で
は
あ
る
が
、
花
蹊
と
い
う
教
育
者
の
あ
り
か
た
を
素
描
す
る
試
み
は
、

女
性
教
育
に
お
け
る
モ
デ
ル
の
提
示
と
し
て
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

二
、「
立
志
」
の
人

　

天
保
十
一
年
（
一
八
四
○
）
四
月
、
跡
見
重
敬
・
幾
野
夫
妻
の
次
女
と
し

て
花
蹊
は
大
阪
に
生
ま
れ
た
。
幼
少
よ
り
聡
明
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
重
威
、

愛
四
郎
と
い
う
男
子
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
親
は
花
蹊
に
跡
見
家

再
興
の
期
待
を
寄
せ
た
と
い
う
。

汝
、
わ
が
家
を
興
す
べ
き
人
物
な
れ
。
さ
れ
バ
、
女
な
が
ら
も
他
に
嫁

せ
ず
し
て
、
わ
が
家
を
継
が
し
む
べ
し
な
ど
、
花
蹊
幼
少
よ
り
、
他
に

嫁
せ
ず
し
て
、
わ
が
家
を
興
す
べ
き
義
務
を
自
覚
し
、
ひ
た
す
ら
技
芸

の
修
養
に
熱
心
な
り
。	

（
略
歴
「
花
蹊
日
記　
第
九
号
」）

父
が
営
む
寺
子
屋
で
、
姉
の
千
代
滝
と
と
も
に
代
稽
古
を
担
当
し
、
算
術
の

ほ
か
『
実
語
経
』『
女
大
学
』『
女
庭
訓
』
な
ど
を
教
材
に
漢
文
の
素
読
と
習

字
を
教
え
て
い
た
。
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
十
七
歳
の
時
に
は
京
都
に
遊

学
し
、
さ
ら
に
そ
の
二
年
後
、
大
阪
で
も
師
を
得
た
こ
と
は
、
花
蹊
の
勉
学

に
懸
け
る
思
い
の
強
さ
を
表
す
行
動
と
言
え
よ
う
。
京
都
で
は
、
宮
原
謙
蔵

（
節
庵
）
に
漢
学
と
書
を
、
円
山
応
立
に
絵
画
を
そ
れ
ぞ
れ
学
び
、
大
阪
で

は
後
藤
松
陰
に
就
い
た
。
留
意
す
べ
き
は
、
節
庵
と
松
陰
が
と
も
に
頼
山
陽

門
下
で
あ
り
、
花
蹊
自
身
も
「
山
陽
の
孫
弟
子
」②

を
自
任
す
る
ほ
ど
、
そ
の

学
統
に
私
淑
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
花
蹊
の
あ
り
か
た
は
、
厚

い
勤
王
の
志
ゆ
え
に
姉
小
路
公
知
に
仕
え
た
と
い
う
父
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

だ
っ
た
。『
女
子
習
字
帖
』
に
も
、
花
蹊
は
強
い
勤
皇
の
思
い
を
書
き
付
け

て
い
る
。

大
君
の
御
心
い
か
に
お
は
す
ら
む

　
　
　

を
み
な
か
し
こ
さ
わ
か
み
な
る
か
も

女
な
り
と
も
勤
皇
に
か
は
り
あ
ら
む
や
と
、
人
に
は
言
は
じ
た
ゝ
知
る

こ
の
日
記③

名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集（
文
学
）	

二
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実
際
の
と
こ
ろ
花
蹊
は
教
育
現
場
で
も
、
校
内
に
天
照
大
神
の
祭
壇
を
設

置
し
、
生
徒
に
礼
拝
さ
せ
て
い
る
。
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）、
開
校
三

年
目
の
記
念
日
に
捧
げ
ら
れ
た
祝
詞
形
式
の
祝
辞④

な
ど
に
も
、
花
蹊
の
思
想

傾
向
は
明
ら
か
で
あ
る
。
祝
詞
の
な
か
で
花
蹊
は
、
建
学
は
天
皇
の
命
に
よ

る
も
の
で
あ
る
と
し
、「
天
皇
命
の
公
民
」
で
あ
る
女
性
た
ち
が
、
穢
い
心

を
持
つ
こ
と
な
く
悪
い
道
に
入
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
、
教
育
の
道
に
勤

し
ん
で
い
る
と
記
す
。
自
身
の
教
育
活
動
へ
の
こ
う
し
た
意
義
付
け
、
お
よ

び
建
学
の
精
神
は
、
明
治
期
に
創
ら
れ
た
女
学
校
の
な
か
で
跡
見
を
特
徴
付

け
る
も
の
で
も
あ
る
。

　

花
蹊
は
、
明
治
天
皇
の
御
聖
徳
を
偲
ぶ
も
の
と
し
て
、
御
製
百
首
を
か
る

た
に
書
き
残
す
と
と
も
に
、
自
身
の
教
育
に
か
け
る
思
い
を
、
御
製
を
彷
彿

と
さ
せ
る
歌
に
詠
ん
で
い
る
。⑤

　
　

教
育

八
二　

野
末
ま
で
種
を
ま
か
な
む
教
草
い
ま
だ
し
げ
ら
ぬ
か
た
も
こ
そ	

　
　
　

あ
れ

八
六　

た
ゞ
し
く
も
お
ひ
し
げ
ら
せ
よ
教
草
を
と
こ
を
み
な
の
道
を
わ	

　
　
　

か
ち
て

　
　

庭
訓

八
七　

い
つ
く
し
と
め
づ
る
あ
ま
り
に
な
で
し
こ
の
庭
の
を
し
へ
を
お	

　
　
　

ろ
そ
か
に
す
な

八
八　

た
ら
ち
ね
の
庭
の
を
し
へ
は
せ
ば
け
れ
ど
広
き
よ
に
た
つ
も
と

ゐ
と
ぞ
な
る	

（『
明
治
天
皇
の
御
製
百
首
』）

　
　

教
育

花
と
な
れ
実
と
な
れ
庭
の
を
し
へ
草
し
げ
き
め
ぐ
み
の
露
の
し
づ
く
に

わ
が
命
あ
ら
む
か
ぎ
り
は
を
し
へ
草
を
し
へ
て
や
ま
じ
実
を
結
ぶ
ま
で		
	

（「
花
蹊
女
史
の
遺
稿
」）

明
治
天
皇
の
教
育
に
か
け
る
思
い
を
、
実
際
の
女
性
教
育
の
場
で
実
現
し
て

い
く
こ
と
。
そ
こ
に
花
蹊
は
、
自
身
の
教
育
活
動
の
意
義
を
見
て
い
た
。

　

た
と
え
ば
、
明
治
十
年
代
に
作
ら
れ
た
「
烈
女
」
の
名
を
冠
す
る
ふ
た
つ

の
書
、『
続
明
治
烈
婦
伝
』（
明
治
十
六
年
）
と
『
古
今
烈
女
伝
』（
明
治
十

九
年
）
は
、
い
ず
れ
も
花
蹊
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

花
蹊
ハ
摂
津
ノ
産
ニ
シ
テ
、
博
学
高
才
ノ
名
ア
リ
。
家
塾
ヲ
東
京
猿
楽

町
ニ
開
キ
、
跡
見
学
校
ト
称
シ
、
又
三
宜
楼
ト
号
ス
。
花
蹊
、
書
画
ヲ

善
ク
シ
、
兼
テ
和
漢
ノ
学
ニ
通
ズ
。
是
ヲ
以
テ
門
人
頗
ル
多
シ
。
高
貴

紳
士
ノ
息
女
ニ
シ
テ
、
文
筆
ニ
名
ア
ル
モ
ノ
ハ
、
概
ネ
其
門
人
ニ
ア
ラ

ザ
ル
ハ
ナ
シ
。
時
ニ
ハ
衆
ク
ノ
門
人
ヲ
連
レ
テ
、
宮
中
ニ
召
サ
レ
、
畏

ク
モ
御
前
ニ
書
画
ヲ
作
ル
ノ
栄
ヲ
得
、
又
ハ
支
那
公
使
ノ
招
待
ヲ
得
、

席
上
ニ
揮
毫
シ
、
清
客
ヲ
シ
テ
絶
賞
セ
シ
ム
ル
ハ
、
実
ニ
希
世
ノ
女
史

ト
謂
フ
ベ
シ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

春
の
来
て
谷
の
鴬
今
日
よ
り
は　

雲
井
に
ち
か
く
名
の
り
そ
め
け
り

	

（『
古
今
烈
女
伝
』）⑥

評
伝
と
と
も
に
『
古
今
烈
女
伝
』
が
挙
げ
る
花
蹊
の
一
首
は
、
美
子
皇
后
の

御
前
で
揮
毫
し
た
際
に
花
蹊
が
詠
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
花
蹊
の
代
表
歌
と
し

て
世
に
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
花
蹊
の
名
声
が
、
ま
ず
は
宮
中
、
と
り
わ

「
世
界
の
花
と
な
ら
む
事
を
望
む
」　　
　

―

跡
見
花
蹊
に
み
る＂
知
＂の
継
承
と
明
治
初
期
の
女
性
教
育 ―
（
榊
原
）	

三
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け
美
子
皇
后
に
よ
る
支
援
と
と
も
に
あ
っ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
同
時
に

そ
れ
は
、
花
蹊
の
み
に
多
く
を
も
た
ら
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

花
蹊
を
称
し
て
の
「
烈
婦
」「
烈
女
」
と
は
、
幕
末
に
勤
皇
の
た
め
に
命

を
賭
け
て
闘
う
女
性
を
さ
す
も
の
で
あ
り
、「
志
士
」「
烈
士
」
と
対
に
な
る

名
称
で
あ
る
。
関
口
す
み
子⑦

は
そ
の
点
に
関
し
て
、「
女
性
像
と
し
て
画
期

的
な
点
は
、
夫
や
子
で
は
な
く
、
天
子
、
な
い
し
勤
王
と
い
う
大
義
に
身
を

捧
げ
る
こ
と
で
あ
る
」
と
し
、
そ
う
し
た
女
性
た
ち
が
、
女
権
を
排
す
る
と

い
う
宮
中
の
大
改
革
に
必
要
と
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
。

　

長
年
に
わ
た
り
宮
中
で
は
、
天
皇
と
外
部
と
の
交
信
は
、
勾
当
内
侍
（
長

橋
局
）
が
勅
旨
を
奉
じ
て
出
す
仮
名
の
書
状
「
女
房
奉
書
」
に
よ
っ
て
な
さ

れ
て
き
た
。
天
皇
は
ず
っ
と
、
女
官
た
ち
に
取
り
囲
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
の
天
皇
を
女
官
か
ら
切
り
離
す
こ
と
、
つ
ま
り
「
女
権
」
の
排
除
は
、
尊

王
攘
夷
派
が
最
初
に
手
を
付
け
た
宮
中
改
革
だ
っ
た
。
明
治
元
年
（
一
八
六

八
）
二
月
、
大
久
保
利
通
が
三
条
実
美
と
岩
倉
具
視
に
提
出
し
た
「
宮
廷
改

革
に
関
す
る
意
見
書
」
第
一
項
で
、
天
皇
は
女
房
た
ち
の
出
入
を
禁
じ
た
表

の
御
座
所
の
御
学
問
所
で
「
万
機
の
政
務
」
を
執
り
行
う
こ
と
が
布
告
さ
れ

た
。⑧

同
時
に
、
天
皇
付
き
、
皇
后
付
き
と
分
か
れ
て
い
た
女
房
の
別
を
な
く

し
、
後
宮
の
権
力
を
ひ
と
り
皇
后
に
帰
す
こ
と
が
企
図
さ
れ
た
。
明
治
元
年

（
一
八
六
八
）
十
二
月
の
婚
儀
に
際
し
て
、
女
御
宣
下
の
み
な
ら
ず
皇
后
宣

下
ま
で
行
わ
れ
、
当
初
か
ら
皇
后
と
し
て
入
内
し
た
美
子
皇
后
は
、
旧
来
の

慣
例
を
破
る
異
例
な
存
在
だ
っ
た
。
美
子
皇
后
は
、
大
久
保
ら
新
政
権
の
中

枢
に
あ
っ
た
者
た
ち
、
さ
ら
に
、
三
条
実
美
、
岩
倉
具
視
と
い
っ
た
公
家
政

治
家
た
ち
の
期
待
を
一
身
に
受
け
、
後
宮
と
い
う
女
た
ち
の
世
界
の
改
革
実

行
者
と
し
て
登
場
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
美
子
皇
后
入
内
の
折
り
、
女
官
と

し
て
仕
え
る
こ
と
に
な
っ
た
女
性
た
ち
の
中
に
、
公
知
の
妹
良
姫
も
い
た
。

そ
し
て
こ
の
良
姫
の
後
見
役
を
務
め
た
の
が
花
蹊
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
公
知
亡
き
後
も
跡
見
家
の
人
々
が
姉
小
路
家
に
従
っ
た
の
に

は
、
主
家
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
も
う
ひ
と
つ
の
理
由
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

公
知
の
一
子
で
あ
る
公
義
の
生
母
が
、
花
蹊
の
姉
千
代
滝
だ
っ
た
こ
と
で
あ

る
。⑨

外
戚
で
あ
る
重
敬
は
じ
め
跡
見
家
の
人
々
に
と
っ
て
、
遺
さ
れ
た
公
義

を
保
護
し
、
そ
の
成
長
を
見
守
る
こ
と
は
、
一
家
の
望
む
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、

責
務
と
も
意
識
さ
れ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
花
蹊
は
、
幼
い
千
重

丸
（
後
の
公
義
）
と
良
子
を
指
導
す
る
様
と
と
も
に
、
宮
中
に
関
わ
る
出
来

事
を
引
き
つ
つ
千
重
丸
の
成
長
ぶ
り
を
書
き
留
め
て
い
る
。

千
重
丸
様
、
准
皇
后
様
ヘ
御
児
子
惜
み
に
御
参
り
有
て
、
其
節
、
花
蹊

御
供
す
。
准
后
様
〔
皇
大
（
マ
マ
）
后
宮
〕、
親
王
様
〔
陛
下
〕
御
側
に
て
御
席

書
被
遊
、
御
褒
美
と
し
て
結
構
な
る
御
品
々
拝
領
、
千
重
丸
様
御
七
歳

之
時
也
。	

（
略
歴
「
花
蹊
日
記　
第
八
号
」
慶
応
二
年
三
月
十
五
日
条
）

千
重
丸
様
、
御
用
召
ニ
テ
御
参
内
。
先
帝
御
前
に
て
御
席
書
沢
山
ニ
被

遊
、
御
褒
美
拝
領
物
沢
山
に
て
、
実
に
珍
し
き
事
、
花
蹊
も
御
供
す
。

当
時
世
間
に
大
評
判
な
り
。

	

（
略
歴
「
花
蹊
日
記 

第
八
号
」
慶
応
二
年
三
月
二
十
一
日
条
）

「
当
時
世
間
に
大
評
判
な
り
」
の
一
節
に
、
千
重
丸
の
優
秀
さ
に
目
を
細
め

る
叔
母
と
し
て
の
横
顔
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
六
日
後
、
千

名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集（
文
学
）	

四



139

重
丸
は
晴
れ
て
元
服
の
日
を
迎
え
る
。
本
来
な
ら
ば
加
冠
の
役
を
務
め
た
で

あ
ろ
う
三
条
実
美
は
、
こ
の
時
、
公
武
合
体
派
の
公
家
や
薩
摩
藩
、
会
津
藩

ら
が
連
動
し
た
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
の
政
変
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
七
卿

落
ち
の
ひ
と
り
と
し
て
京
を
追
わ
れ
て
い
た
た
め
、
代
わ
っ
て
正
親
町
三
条

が
そ
の
役
を
務
め
た
。

　

や
が
て
明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
八
月
、
御
所
か
ら
の
召
し
に
よ
り
東
京

に
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
公
義
の
傍
ら
に
は
、
す
で
に
還
暦
を
迎
え
た
重
敬

が
付
き
添
っ
て
い
た
。
花
蹊
自
身
も
、
彼
ら
を
追
う
よ
う
に
、
十
一
月
に
は

東
京
へ
と
出
立
し
た
。
父
の
出
迎
え
を
受
け
、
品
川
に
着
い
た
の
が
十
一
月

二
十
九
日
、
そ
の
三
日
後
に
花
蹊
は
、
す
で
に
中
央
政
府
の
中
枢
に
返
り
咲

い
て
い
た
実
美
の
許
を
訪
れ
て
い
る
。

三
条
様
へ
参
り
、
久
々
に
て
拝
謁
、
種
々
御
物
語
申
上
る
。
三
条
様
よ

り
御
依
頼
の
御
襖
四
季
花
卉
、
揮
毫
に
か
ゝ
る
。
ま
た
方
々
様
よ
り
御

た
の
み
の
揮
毫
も
の
に
て
い
そ
が
し
。

	

（
略
歴
「
花
蹊
日
記　
第
八
号
」
明
治
三
年
十
二
月
二
日
条
）

こ
の
の
ち
日
記
に
は
、
宮
中
や
外
務
省
か
ら
も
揮
毫
の
依
頼
の
あ
っ
た
こ
と

が
記
さ
れ
る
。
重
要
な
の
は
、
実
美
の
み
な
ら
ず
、
宮
中
の
人
々
に
と
っ
て

も
、
花
蹊
は
期
待
さ
れ
る
存
在
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
関
口
す
み
子⑩

は
、
宮

中
の
大
改
革
に
際
し
て
、
烈
婦
・
烈
女
と
称
さ
れ
る
女
性
た
ち
が
必
要
と
さ

れ
た
こ
と
、
そ
の
代
表
的
な
存
在
と
し
て
、
美
子
皇
后
に
婦
道
と
い
う
儒
教

的
道
徳
を
教
授
し
た
公
家
の
娘
で
漢
学
者
で
も
あ
っ
た
若
江
薫
子
を
挙
げ
る
。

そ
の
薫
子
と
は
や
や
異
な
る
形
で
、
す
な
わ
ち
、
宮
中
の
み
な
ら
ず
市
井
の

学
校
で
も
女
性
教
育
に
携
わ
る
存
在
と
し
て
あ
っ
た
の
が
花
蹊
だ
っ
た
。

三
、
教
養
の
内
実
と
教
育
活
動

　

と
こ
ろ
で
、
若
江
薫
子
も
ま
た
、
花
蹊
同
様
『
続
明
治
烈
婦
伝
』『
古
今

烈
女
伝
』
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
薫
子
は
、「
建
白
女
」
と
渾
名
さ
れ

る
ほ
ど
、
過
激
な
尊
王
的
政
治
的
言
動
に
よ
り
知
ら
れ
た
。
や
が
て
そ
う
し

た
言
動
が
災
い
し
、
結
果
的
に
は
、
流
浪
の
果
て
に
そ
の
生
涯
を
閉
じ
る
こ

と
と
な
る
。
薫
子
と
花
蹊
、
晩
年
の
有
り
様
は
大
き
く
異
な
る
ふ
た
り
だ
が
、

幼
き
日
よ
り
身
に
付
け
た
教
養
と
、
そ
れ
を
女
性
教
育
の
場
で
活
か
そ
う
と

し
た
点
で
両
者
は
相
通
じ
る
。
た
と
え
ば
花
蹊
は
、
早
く
か
ら
跡
見
学
校
に

英
語
教
育
を
取
り
入
れ
は
し
た
が
、
と
は
い
え
上
京
直
後
に
は
、
次
の
よ
う

な
感
想
を
抱
い
て
い
た
。

当
時
東
京
の
形
勢
、
戦
後
と
云
ひ
、
実
に
令
嬢
と
も
云
べ
き
人
ハ
、
開

化
と
と
な
へ
て
、
髪
を
ザ
ン
切
に
し
て
、
長
き
書
生
羽
織
を
着
、
ヱ（

鉛

）ン

筆
を
耳
に
挟
み
て
、
ヘ
コ
帯
な
ど
し
て
、
実
に
殺
風
景
を
極
む
。
予
、

こ
の
風
体
を
み
て
、
是
を
一
変
せ
ね
ば
と
考
ふ
。
女
子
教
育
の
念
甚
し
。

	

（
略
歴
「
花
蹊
日
記　
第
九
号
」
明
治
四
年
一
月
条
）

花
蹊
は
文
明
開
化
の
流
れ
に
否
定
的
だ
っ
た
。
欧
化
の
流
れ
を
前
に
、
断
固

否
を
唱
え
る
強
い
意
志
が
、
花
蹊
を
し
て
自
身
の
信
じ
る
女
子
教
育
の
道
へ

と
邁
進
さ
せ
た
。

　

そ
の
花
蹊
が
、
幼
き
日
よ
り
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
の
は
、
和
学
と
漢
学
の

「
世
界
の
花
と
な
ら
む
事
を
望
む
」　　
　

―

跡
見
花
蹊
に
み
る＂
知
＂の
継
承
と
明
治
初
期
の
女
性
教
育 ―
（
榊
原
）	

五
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双
方
で
あ
る
。
そ
の
点
も
、
と
く
に
漢
学
へ
の
造
詣
の
深
さ
が
評
判
と
な
り
、

美
子
皇
后
の
学
問
師
範
に
抜
擢
さ
れ
た
薫
子
と
似
通
う
。
美
子
皇
后
は
、
薫

子
の
指
導
の
も
と
、『
論
語
』
や
『
女
四
書
』⑪

を
は
じ
め
と
す
る
漢
学
に
親

し
ん
で
い
た
。
な
か
で
も
『
女
四
書
』
を
精
読
し
、
女
性
が
国
家
に
内
助
を

尽
く
し
、
天
下
の
国
母
た
る
皇
后
の
在
り
方
を
説
く
『
内
訓
』
を
自
己
の
指

針
と
し
た
と
い
う
。⑫

い
っ
ぽ
う
花
蹊
も
、
当
時
の
女
性
に
は
珍
し
く
、
宮
原

謙
蔵
、
後
藤
松
陰
ら
に
就
い
て
漢
学
を
極
め
よ
う
と
し
た
こ
と
は
先
に
記
し

た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
も
花
蹊
自
身
、
宮
中
で
漢
籍
や
習
字
の
教
授
に
あ

た
っ
て
も
い
た
。

御
所
宮
内
卿
よ
り
御
頼
み
に
て
、
宮
中
典
侍
、
掌
侍
の
方
々
に
漢
学
御

稽
古
ニ
参
る
事
、
土
曜
日
よ
り
日
曜
終
日
、
毎
年
。
青
山
御
所
典
侍
、

掌
侍
の
方
へ々
習
字
御
稽
古
申
上
る
。

	

（
略
歴
「
花
蹊
日
記　
第
八
号
」
明
治
五
年
二
月
二
十
六
日
条
）

宮
内
御
内
儀
よ
り
御
頼
み
に
相
成
、
典
侍
様
、
内
侍
様
、
夕
顔
権
典
侍
、

早
蕨
権
典
侍
、
花
松
権
典
侍
、
芙
蓉
内
侍
、
杜
若
内
侍
、
玉
椿
内
侍
、

楓
内
侍
の
方
々
、
漢
籍
講
読
御
稽
古
に
参
る
。
土
曜
よ
り
日
曜
毎
々
参

る
事
と
定
む
。	（
略
歴
「
花
蹊
日
記　
第
九
号
」
明
治
八
年
九
月
六
日
条
）

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
と
い
え
ば
、
薫
子
は
す
で
に
蟄
居
の
身
と
な
り
宮

中
を
追
わ
れ
て
い
た
時
期
に
あ
た
る
。
皇
后
主
導
の
も
と
、
維
新
後
の
新
し

い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
宮
中
と
な
る
こ
と
を
め
ざ
す
改
革
の
動
き
に
、
花
蹊

も
ひ
と
役
買
っ
て
い
た
。
し
か
も
花
蹊
の
場
合
、
そ
う
し
た
女
性
教
育
の
実

践
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
宮
中
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
。

　

花
蹊
が
創
設
し
た
跡
見
学
校
に
あ
っ
て
も
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
の

開
校
当
初
よ
り
、
漢
学
は
学
課
に
含
ま
れ
て
い
る
。
や
や
後
の
も
の
と
な
る

が
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
課
程
表⑬

に
も
、
本
科
四
年
級
に
「
春
秋

左
氏
伝
、
中
庸
、
史
記
列
伝
」、
三
年
級
に
「
論
語
、
文
章
軌
範
、
劉
氏
烈

女
伝
、
元
明
史
略
」、
二
年
級
に
「
十
八
史
略
、
小
学
句
読
、
孟
子
、
女
四

書
」、
一
年
級
に
「
蒙
求
、
大
学
、
十
八
史
略
」
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、『
女

四
書
』
の
書
名
も
確
認
で
き
る
。
薫
子
が
「
婦
道
」
の
重
要
性
を
説
い
た
と

同
じ
く
、
花
蹊
も
ま
た
、
女
学
の
必
要
性
を
思
い
、
跡
見
の
教
育
に
活
か
し

て
い
た
。

　

た
だ
し
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
関
西
出
身
の
花
蹊
と
そ
の
一
家
が
営
む

当
初
の
跡
見
学
校
に
は
、
お
国
な
ま
り
を
は
じ
め
と
し
て
、
京
風
の
雰
囲
気

が
漂
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
二
月
に
は
竹
橋
に

国
立
の
東
京
女
学
校
が
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
十
一
月
に
は
官
立
の
東

京
女
子
師
範
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
創
設
さ
れ
た
も
の
の
、
公
家
の
娘
や
尊
王
攘

夷
派
に
近
か
っ
た
藩
公
の
娘
た
ち
は
、
こ
ぞ
っ
て
花
蹊
の
も
と
に
集
っ
た
。

私
立
女
学
校
と
し
て
開
校
さ
れ
た
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
以
前
の
私
塾
時

代
、
す
で
に
次
の
よ
う
な
盛
況
を
呈
し
て
い
た
。

今
日
迄
に
入
門
す
る
華
族
の
姫
た
ち
八
十
余
名
に
達
す
。
日
々
入
門
を

乞
ふ
者
、
識
が
如
し
。

	

（
略
歴
「
花
蹊
日
記 

第
九
号
」
明
治
七
年
十
一
月
二
十
五
日
条
）

も
ち
ろ
ん
、
花
蹊
の
学
識
へ
の
信
頼
は
当
然
の
こ
と
だ
ろ
う
。
だ
が
そ
こ
に

は
、
東
京
の
女
学
校
に
は
な
い
京
風
の
雰
囲
気
に
「
雅
」
を
思
う
一
面
も

名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集（
文
学
）	
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あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
実
際
の
と
こ
ろ
跡
見
で
は
、
宮
中
の
儀
式
の
際
に

着
る
緋
の
袴
に
倣
っ
て
、
生
徒
に
は
袴
を
は
か
せ
、
髪
の
結
び
方
も
優
美
で

高
尚
だ
と
い
う
理
由
で
、
京
都
の
稚
児
髷
を
結
わ
せ
た
り
し
て
い
る
。⑭

　

さ
ら
に
こ
の
時
期
の
跡
見
が
、
公
家
や
藩
公
の
娘
た
ち
と
い
っ
た
上
流
の

女
性
た
ち
が
通
う
学
校
と
し
て
あ
っ
た
点
、
そ
し
て
花
蹊
自
身
、
そ
う
し
た

自
校
の
特
色
を
明
確
に
意
識
し
て
い
た
点
は
見
逃
せ
な
い
。
少
し
下
る
が
、

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
の
改
築
の
主
旨
に
以
下
の
通
り
あ
る
。

抑
モ
一
国
ノ
富
強
ハ
教
育
ニ
依
テ
興
リ
、
教
育
ノ
盛
衰
ハ
女
学
ヲ
以
テ

徴
ス
ベ
シ
。
況
ヤ
我
校
ノ
任
タ
ル
、
上
流
淑
女
ノ
教
育
ニ
ア
ル
ヲ
以
テ
、

務
メ
テ
窈
窕
嫻
雅
ノ
女
徳
ヲ
養
成
シ
、
智
ヲ
研
キ
交
ヲ
弘
メ
、
以
テ
我

邦
女
風
ノ
模
範
タ
ラ
ザ
ル
可
ラ
ズ
。

	

（
明
治
二
十
一
年
「
跡
見
女
学
校
改
築
之
主
旨
」）⑮

「
上
流
淑
女
」
の
た
め
の
学
校
と
し
て
、
彼
女
た
ち
に
「
女
徳
」
を
身
に
付

け
さ
せ
、
も
っ
て
我
が
国
の
「
女
風
の
模
範
」
た
る
こ
と
を
願
う
。
そ
れ
こ

そ
が
花
蹊
の
め
ざ
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。　

　

花
蹊
の
明
確
な
教
育
方
針
は
そ
の
教
育
内
容
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
明

治
八
年
（
一
八
七
五
）
一
月
八
日
、
晴
れ
て
開
校
式
を
迎
え
た
記
事
に
は
次

の
と
お
り
あ
る
。

昨
暮
よ
り
学
校
建
築
、
落
製
ニ
付
、
八
日
吉
辰
を
以
て
開
校
式
執
行
す
。

華
族
之
方
々
姫
方
等
も
来
賓
の
多
き
、
実
に
驚
入
た
り
。
こ
れ
よ
り
跡

見
女
学
校
と
称
し
て
、
女
子
教
育
に
従
事
す
る
。
国
語
、
漢
籍
、
算
術
、

習
字
、
絵
画
、
裁
縫
、
琴
、
挿
花
、
点
茶
之
九
科
目
と
す
。

	

（
略
歴
「
花
蹊
日
記 

第
九
号
」
明
治
九
年
一
月
八
日
条
）

学
科
課
程
表⑯

に
よ
れ
ば
、
漢
文
読
書
は
、
第
一
年
で
「
大
学
、
論
語
、
中
庸
、

孟
子
、
国
史
略
、
十
八
史
略
」
週
十
四
時
間
、
第
二
年
で
「
易
経
、
書
経
、

詩
経
、
礼
記
、
日
本
外
史
」
週
十
四
時
間
、
第
三
年
で
「
左
伝
、
史
記
」
週

十
四
時
間
、
習
字
は
、
第
一
年
で
「
草
体
」
週
七
時
間
、
第
二
年
で
「
行
体
」

週
七
時
間
、
第
三
年
で
「
真
体
」
七
時
間
と
な
っ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
櫛
田
眞
澄⑰

は
、
明
治
期
の
女
学
校
を
概
観
す
る
な
か
で
、
跡
見

を
「
教
養
主
義
系
女
学
校
」
と
位
置
付
け
、
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）

発
布
の
「
高
等
女
学
校
令
」
以
降
、
数
多
く
設
立
さ
れ
た
教
養
主
義
女
学
校

の
先
駆
け
で
あ
り
モ
デ
ル
と
も
な
っ
た
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
特
徴
と

し
て
、
当
時
の
上
流
階
層
の
娘
た
ち
に
と
っ
て
情
操
を
養
う
た
め
と
さ
れ
た

芸
事
を
、
学
校
と
い
う
場
で
ま
と
め
て
身
に
付
け
さ
せ
た
点
や
、
漢
文
読
書

と
習
字
の
時
間
数
の
多
さ
を
挙
げ
て
い
る
。
後
者
に
関
し
て
は
、
当
初
使
用

さ
れ
て
い
た
漢
文
の
教
材
に
、
男
性
向
け
の
教
養
と
も
部
分
的
に
一
致
さ
せ

る
意
図
が
窺
え
る
と
し
、「
そ
れ
は
嫁
ぎ
先
の
男
性
や
家
格
に
適
応
で
き
る

た
め
の
花
嫁
修
業
的
な
教
養
で
あ
っ
た
」
と
論
じ
て
い
る
。

　

た
し
か
に
、
婚
家
の
男
性
へ
の
対
応
に
漢
文
学
習
の
意
味
を
認
め
る
こ
と

は
で
き
よ
う
。
だ
が
は
た
し
て
そ
れ
だ
け
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
花
蹊
個

人
に
限
っ
て
言
え
ば
、
花
嫁
修
業
的
教
養
と
い
う
の
は
当
た
ら
な
い
。
京
都
、

大
阪
に
漢
学
の
師
を
求
め
、
勉
学
に
励
ん
だ
花
蹊
に
あ
っ
て
は
、
よ
り
深
い

精
神
性
、
自
身
の
モ
ラ
ル
を
形
作
る
必
須
の
教
養
と
し
て
あ
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、『
女
四
書
』
を
精
読
し
、
自
己
の
指
針
と
し
た
美
子
皇

「
世
界
の
花
と
な
ら
む
事
を
望
む
」　　
　

―

跡
見
花
蹊
に
み
る＂
知
＂の
継
承
と
明
治
初
期
の
女
性
教
育 ―
（
榊
原
）	
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后
の
あ
り
か
た
と
も
重
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
跡
見
の
生
徒
が
何
を
ど
こ
ま
で

吸
収
し
得
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
美
子
皇
后
に
し
て
も
、
最
終
的
に
目
指
さ

れ
た
の
が
、
国
母
た
る
理
想
的
な
皇
后
像
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
他
の

た
め
の
生
き
方
に
留
ま
る
も
の
と
片
付
け
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
だ
が
、
漢

学
同
様
、
跡
見
で
重
視
さ
れ
た
習
字
に
、
花
蹊
が
込
め
た
思
い
を
振
り
返
る

と
き
、
そ
こ
で
培
わ
れ
る
「
自
律
」
の
精
神
は
重
要
と
考
え
る
。

　

跡
見
の
教
育
に
お
い
て
、
師
花
蹊
と
生
徒
を
結
ぶ
重
要
な
教
材
に
折
り
手

本
が
あ
っ
た
。
そ
の
折
り
手
本
を
紹
介
、
研
究
す
る
な
か
で
植
田
恭
代⑱

は
、

入
学
後
ま
も
な
く
手
渡
さ
れ
た
手
紙
文
を
本
文
と
す
る
初
級
折
り
手
本
「
四

季
の
ふ
み
」
を
め
ぐ
る
あ
る
卒
業
生
の
思
い
出
を
紹
介
し
て
い
る
。

師
の
君
は
御
手
本
を
開
か
れ
な
が
ら
、「
こ
の
仮
名
文
字
は
唯
徒
に
優

し
い
の
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
優
し
い
中
に
も
し
つ
か
り
と
し
た
筆
法

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
女
子
は
従
順
に
し
て
、
且
内
に
凛
乎
た
る
意
志

を
持
つ
可
き
事
が
示
さ
れ
て
あ
る
の
で
す
」
と
御
訓
し
下
さ
っ
た
の
で

す
。
私
は
こ
の
御
手
本
、
こ
の
御
言
葉
を
通
じ
て
、
跡
見
心
の
神
髄
に

触
れ
た
思
が
致
し
、
実
に
私
し（
マ
マ
）の
胸
に
気
高
い
校
風
が
培
は
れ
は
じ
め

た
、
第
一
印
象
と
し
て
忘
れ
が
た
い
の
で
御
座
居
ま
す
。⑲

「
折
り
手
本
は
習
字
の
手
本
で
あ
る
と
同
時
に
、
女
性
の
生
き
方
を
説
く
教

材
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
」⑳

と
植
田
が
指
摘
す
る
と
お
り
、

花
蹊
直
筆
の
折
り
手
本
は
、
内
容
の
み
な
ら
ず
、
書
か
れ
た
文
字
の
姿
を
通

し
て
、
師
の
思
い
を
生
徒
に
伝
え
る
も
の
だ
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、
明
治
四
十
年
（
一
九
○
七
）
に
跡
見
女
学
校
を
卒
業
し
た
岡

本
か
の
子
は
、
習
字
を
め
ぐ
る
思
い
出
を
書
き
残
し
て
い
る
。

習
字
の
時
間
に
、
私
が
箪
笥
と
い
ふ
字
を
少
し
傾
げ
て
書
い
た
の
を
見

て
、「
そ
ん
な
ゆ
が
ん
だ
箪
笥
で
は
、
嫁
入
り
の
時
、
持
っ
て
行
け
ま

せ
ん
ね
」
と
言
わ
れ
た
。
斯
様
に
一
見
優
し
く
訓
戒
さ
れ
る
の
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
訓
戒
に
は
、
必
ず
深
い
意
味
が
あ
っ
た
。㉑

嫁
入
り
を
引
き
合
い
に
出
し
て
は
い
る
も
の
の
、
教
え
の
主
旨
は
、
文
字
が

真
っ
直
ぐ
あ
る
こ
と
が
、
心
の
有
り
様
に
通
じ
る
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
で
は

な
か
っ
た
か
。
凛
乎
と
し
た
女
性
た
れ
と
い
う
花
蹊
の
教
え
が
、
そ
の
根
底

に
は
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
家
政
を
取
り
仕
切
る
女
性
が
、
親
類
を
は
じ

め
対
外
的
な
人
間
関
係
を
円
滑
に
進
め
て
い
く
上
で
、
時
宜
に
あ
っ
た
手
紙

を
書
く
こ
と
は
重
要
な
仕
事
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
女
性
に
と
っ
て
は
必
須

の
教
養
と
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
内
容
の
適
切
さ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
字
体

の
美
し
さ
が
求
め
ら
れ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
女
学
校
に
お
け
る
習
字
が
、

そ
う
し
た
現
実
の
要
請
を
反
映
し
て
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
だ

が
同
時
に
、
花
蹊
が
か
の
子
に
か
け
た
こ
と
ば
、
そ
こ
に
含
意
さ
れ
た
あ
る

種
の
精
神
性
に
通
じ
る
教
え
も
ま
た
思
う
べ
き
だ
ろ
う
。

　

跡
見
が
開
校
を
迎
え
る
二
年
ほ
ど
前
、
越
後
長
岡
藩
の
家
老
の
娘
と
し
て

生
ま
れ
、
武
家
の
娘
と
し
て
厳
し
い
教
育
を
受
け
て
い
た
杉
本
鉞
子
は
、
習

字
が
も
た
ら
す
教
育
効
果
に
つ
い
て
後
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

お
習
字
は
大
切
な
教
養
の
一
つ
と
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
唯

に
技
巧
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く―

む
ろ
ん
、
習
字
に
は
絵
画
と
同

様
な
高
い
芸
術
的
な
魅
力
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も―

複
雑
な
あ
の
運

名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集（
文
学
）	
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筆
を
辛
抱
強
く
練
習
致
し
ま
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
精
神
力
の
抑
制
と
い

う
こ
と
が
練
り
き
た
え
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
ご
ざ
い

ま
す
。
精
妙
な
筆
の
あ
や
に
は
、
心
の
糸
の
乱
れ
や
不
注
意
は
お
お
う

べ
く
も
な
く
あ
ら
わ
れ
ま
す
の
で
、
一
点
、
一
劃
に
も
心
を
落
ち
着
け

て
正
確
に
筆
を
運
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
心
を
こ
め

て
筆
を
運
ぶ
こ
と
を
通
し
て
、
私
共
、
子
供
は
心
を
制
御
す
る
こ
と
を

学
ん
だ
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。㉒

習
字
に
よ
っ
て
鍛
え
ら
れ
、
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
精
神
力
の
抑
制
」

「
心
を
制
御
す
る
こ
と
」
の
自
覚
は
、
花
蹊
も
同
様
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

だ
か
ら
こ
そ
、
開
校
に
あ
た
っ
て
多
く
の
時
間
を
習
字
に
割
い
た
の
で
は
な

か
っ
た
か
。
花
蹊
は
、
和
文
漢
文
双
方
か
ら
自
身
で
撰
じ
た
文
章
を
法
帖
と

し
て
生
徒
に
与
え
た
。
生
涯
で
そ
の
数
は
二
万
帖
に
及
ん
だ
と
い
う
。

　

道
徳
的
な
性
格
の
強
い
も
の
と
し
て
は
、
漢
文
系
で
は
『
朱
子
家
訓
』『
司

馬
温
公
家
訓
』、
和
文
系
で
は
『
雲
上
女
訓
』『
教
育
勅
語
』
な
ど
が
挙
が
げ

ら
れ
て
い
る
。『
雲
上
女
訓
』
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
室
町
末
期
に
成
立
し

た
女
訓
書
『
か
ら
す
ま
る
帖
』
で
あ
る
こ
と
、
跡
見
だ
け
で
な
く
、
花
蹊
の

序
を
付
し
た
刊
本
が
広
く
一
般
に
も
流
布
し
た
こ
と
、
そ
の
背
景
に
は
福
羽

美
静
ら
侍
講
の
存
在
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
す
で
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。㉓

花
蹊
が
女
性
教
育
に
懸
け
た
思
い
、
そ
れ
を
具
現
化
し
た
法
帖
は
、
女
性
の

人
格
陶
冶
に
意
味
あ
る
も
の
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
跡
見
開
校
時
の
教
科
を
め
ぐ
っ
て
は
、
文
部
省
の
意
向
に
反

し
た
面
の
あ
っ
た
こ
と
を
、
花
蹊
自
身
が
記
し
て
い
る
。

文
部
省
の
反
対
後
、
間
も
な
く
費
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
府
に
教
育
博
覧
会
が
あ
り
ま
し
て
、

日
本
政
府
へ
も
学
校
製
作
品
の
出
品
を
勧
誘
し
て
来
ま
し
た
。
当
時
文

部
省
は
裁
縫
、
絵
画
に
反
対
す
る
位
で
す
か
ら
、
他
に
生
徒
の
製
作
品

が
あ
り
ま
せ
ん
。
余
程
困
つ
た
様
子
で
私
の
学
校
へ
何
か
出
品
し
て
呉

れ
と
云
つ
て
来
ま
し
た
か
ら
、
絹
地
に
彩
色
画
を
書
い
た
り
、
又
画
の

縫
ひ
な
ど
を
出
品
し
ま
し
た
。
其
れ
か
ら
文
部
省
は
裁
縫
絵
画
に
反
対

し
な
い
所
か
、
却
つ
て
賛
成
す
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
明
治
十
年
前
後

の
事
を
考
え
ま
す
と
実
に
可
笑
し
い
こ
と
ば
か
り
で
御
座
い
ま
す
。㉔

当
初
文
部
省
は
、
裁
縫
や
絵
画
を
教
科
と
し
て
設
置
す
る
こ
と
を
望
ま
し
く

思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
花
蹊
は
、
私
立
学
校
と
し
て
独
自
の
教
育

方
針
を
貫
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
教
育
博
覧
会
の
出
品
作
の
件
を
機
に
、
文
部

省
の
方
針
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
っ
た
と
い
う
挿
話
を
、
や
や
得
意
げ
に
書
き
留

め
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
書
画
の
重
視
に
関
し
て
は
、
実
は
ま
た
別
な

場
面
で
、
跡
見
の
名
を
世
に
知
ら
し
め
る
も
の
と
し
て
、
大
き
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
に
な
っ
た
。
ひ
と
つ
は
雑
誌
の
場
で
あ
り
、
ひ
と
つ
は
宮
中
で
の

行
事
に
お
い
て
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
作
家
で
評
論
家
で
も
あ
っ
た
内
田
魯
庵
は
、
明
治
十
年
（
一
八

七
七
）
に
創
刊
さ
れ
た
日
本
初
の
子
ど
も
向
け
投
稿
雑
誌
『
穎
才
新
誌
』
の

思
い
出
を
記
す
中
で
、
跡
見
の
こ
と
に
ふ
れ
て
い
る
。

其
頃
穎
才
新
誌
が
初
め
て
発
行
さ
れ
た
が
、
運
動
競
技
も
唱
歌
も
教
へ

ら
れ
な
か
つ
た
当
時
の
小
学
校
生
徒
の
他
流
仕
合
を
す
る
こ
の
穎
才
新

誌
は
全
国
（
殊
に
東
京
）
小
学
校
の
児
童
の
晴
れ
舞
台
だ
つ
た
。
看
板

「
世
界
の
花
と
な
ら
む
事
を
望
む
」　　
　

―

跡
見
花
蹊
に
み
る＂
知
＂の
継
承
と
明
治
初
期
の
女
性
教
育 ―
（
榊
原
）	
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と
な
つ
た
の
は
第
一
頁
の
書
画
欄
で
、
殆
ん
ど
跡
見
学
校
が
独
占
し
て

三
条
公
の
令
嬢
（
後
の
閑
院
宮
殿
下
）
を
初
め
、
名
流
貴
族
の
満
六
歳

乃
至
満
八
歳
と
い
ふ
幼
い
令
嬢
の
花
蹊
女
史
ソ
ツ
ク
リ
其
の
ま
ま
の
筆

蹟
や
画
が
毎
号
を
賑
は
し
た
。㉕

表
紙
を
飾
る
跡
見
の
生
徒
た
ち
の
作
品
は
、
十
分
な
宣
伝
効
果
を
果
た
し
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。
私
立
学
校
の
名
を
世
に
知
ら
し
め
る
上
で
、
そ
れ
が

大
き
な
影
響
力
を
持
ち
得
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
お
そ
ら
く
は
そ

こ
に
は
、
花
蹊
の
戦
略
が
あ
っ
た
は
ず
だ
。
し
か
も
作
品
の
主
は
、
名
流
貴

族
の
令
嬢
た
ち
で
あ
る
。
こ
の
二
重
の
衝
撃
は
、
跡
見
の
名
と
、
そ
の
ブ
ラ

ン
ド
力
を
世
に
知
ら
し
め
、
高
め
る
こ
と
に
寄
与
し
た
に
ち
が
い
な
い
。

四
、
取
り
巻
く
人
々

　

京
都
に
続
い
て
東
京
で
も
、
花
蹊
の
評
判
が
高
ま
る
契
機
と
な
っ
た
の
に

は
、
姉
小
路
家
、
そ
し
て
三
条
実
美
の
存
在
が
あ
る
。
姉
小
路
家
の
外
戚
に

あ
た
る
跡
見
家
の
人
々
は
、
公
知
の
妹
で
あ
る
良
姫
と
遺
児
公
義
、
こ
の
ふ

た
り
と
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
上
京
後
し
ば
ら
く
の
間
、
花

蹊
は
姉
小
路
家
に
身
を
寄
せ
て
お
り
、
そ
こ
で
公
家
の
娘
た
ち
を
教
え
始
め

た
。
こ
の
こ
と
が
、
東
京
で
の
私
塾
経
営
、
さ
ら
に
は
学
校
創
設
に
つ
な

が
っ
た
い
う
。

其
頃
は
別
に
女
学
校
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
上
流
社
会
で
は
教
師
を
雇

う
て
漢
学
、
和
文
、
習
字
、
和
歌
な
ど
習
は
せ
て
居
り
ま
し
た
。
私
は

上
京
後
、
姉
小
路
さ
ん
の
邸
宅
に
居
ま
し
た
が
、
邸
宅
が
広
い
為
め
に
、

京
都
出
身
の
公
卿
方
か
ら
、
私
の
娘
も
預
つ
て
呉
れ
、
私
の
娘
も
教
育

し
て
呉
れ
と
申
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
諸
方
か
ら
御
嬢
さ
ん
達
を
預
り
ま

し
た
。
其
れ
に
三
条
公
は
、
跡
見
な
ら
大
丈
夫
だ
か
ら
と
云
つ
て
、
今

の
閑
院
宮
妃
殿
下
な
る
智
恵
子
様
を
、
六
歳
の
時
よ
り
お
預
け
に
な
り

ま
し
た
。
三
条
さ
ん
が
お
預
け
に
な
る
か
ら
と
云
ふ
の
で
、
中
山
さ
ん
、

万
里
小
路
さ
ん
を
始
め
、
諸
方
か
ら
申
込
ま
れ
て
、
遂
に
四
十
余
人
を

引
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。㉖

姉
小
路
家
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
注
目
す
べ
き
は
三
条
実
美
で
あ
る
。
実
美

の
娘
智
恵
子
は
、
先
の
『
穎
才
新
誌
』
の
表
紙
を
飾
る
の
み
な
ら
ず
、
後
の

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）、
小
石
川
柳
町
へ
の
学
校
移
転
の
際
に
生
徒

総
代
と
し
て
祝
文
を
寄
せ
る
な
ど
、
代
表
的
な
卒
業
生
と
し
て
、
跡
見
の
名

を
高
め
る
こ
と
に
貢
献
し
て
い
る
。
実
美
に
と
っ
て
も
花
蹊
は
、
娘
の
師
で

あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
前
述
の
と
お
り
宮
中
の
改
革
に
お
い
て
重
要
な
存
在

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
花
蹊
の
日
記
を
追
っ
て
い
く
と
、
公
知
の
叔
父
で
、
七
卿
の
ひ
と

り
と
し
て
実
美
と
行
動
を
共
に
し
た
澤
宣
嘉
が
、
花
蹊
の
出
世
に
自
身
が

図
っ
た
便
宜
を
言
い
募
る
場
面
に
出
会
う
。㉗

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
花
蹊
の
姉
千

代
滝
を
姉
小
路
家
に
世
話
し
、
外
務
卿
と
し
て
外
務
省
に
花
蹊
の
こ
と
を
周

旋
し
て
御
用
画
の
依
頼
に
つ
な
げ
、
花
蹊
を
御
所
に
呼
ば
れ
る
よ
う
に
し
た
、

等
々
、
い
ず
れ
も
澤
自
身
に
よ
る
も
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
す
べ
て

を
鵜
呑
み
に
は
で
き
な
い
も
の
の
、
実
美
同
様
、
尊
王
攘
夷
派
の
公
家
の
支
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援
を
受
け
て
、
花
蹊
が
宮
中
や
外
務
省
を
は
じ
め
と
す
る
政
府
機
関
と
も
近

づ
き
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ち
な
み
に
こ
の
と
き
、
澤
が

花
蹊
に
恩
着
せ
が
ま
し
い
物
言
い
を
し
た
の
に
は
訳
が
あ
る
。
澤
は
ロ
シ
ア

へ
行
く
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
に
同
行
す
る
娘
付
き
と
し
て
、
花
蹊
に
渡
航
を

依
頼
し
た
。
け
れ
ど
も
花
蹊
は
そ
れ
を
断
っ
て
い
た
。

　

実
は
こ
の
時
期
、
花
蹊
は
女
教
院
の
権
訓
導
就
任
の
打
診
を
受
け
て
い
た
。

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
三
月
、
神
祇
省
が
廃
さ
れ
て
か
わ
り
に
教
部
省
が

設
置
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
、
国
民
に
向
け
て
尊
王
愛
国
思
想
の
教
化
を
図
る

大
教
院
を
設
置
し
、
教
導
職
を
任
命
し
て
教
化
に
あ
た
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
女
性
の
教
導
職
養
成
機
関
と
し
て
は
女
教
院
が
設
立
さ
れ
、
姉
小
路
良

姫
は
そ
の
代
表
で
あ
る
大
講
義
に
就
任
す
る
こ
と
と
な
り
、
花
蹊
も
権
訓
導

と
し
て
女
教
師
の
人
選
を
委
嘱
さ
れ
た
。
結
果
的
に
は
、
明
治
八
年
（
一
八

七
五
）
の
跡
見
開
校
を
前
に
、
花
蹊
は
権
訓
導
は
辞
職
す
る
こ
と
と
な
る
が
、

明
治
政
府
の
宗
教
改
革
に
お
い
て
、
良
姫
と
と
も
に
教
育
面
で
の
主
導
的
役

割
を
充
て
ら
れ
て
い
た
。

　

さ
ら
に
い
ま
ひ
と
つ
注
目
し
た
い
の
は
、
教
部
省
設
置
と
と
も
に
教
部
大

輔
と
な
っ
た
福
羽
美
静
と
の
つ
な
が
り
で
あ
る
。
福
羽
は
五
月
に
教
部
大
輔

を
致
仕
し
て
い
る
が
、
花
蹊
が
宮
中
揮
毫
の
際
、
福
羽
が
何
度
か
同
席
し

て
い
た
こ
と
は
日
記
で
確
認
で
き
る
。㉘

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
よ
り
、
明

治
天
皇
の
侍
講
と
し
て
、
美
静
は
天
皇
の
み
な
ら
ず
美
子
皇
后
の
身
近
に
も

あ
っ
た
。『
木
園
福
羽
美
静
小
伝
』
に
は
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
七
月

に
次
の
記
事
を
見
る
。

七
月
廿
七
日
、
宮
内
省
三
等
出
仕
を
拝
命
し
、
主
と
し
て　

主
上
、　

学
問
の
事
、
又
、
後
宮
諸
職
改
革
の
こ
と
に
当
ら
れ
た
り
。㉙

福
羽
も
こ
の
時
期
、
宮
中
の
改
革
に
関
わ
っ
て
い
た
。
し
か
も
続
く
明
治
六

年
（
一
八
七
三
）
六
月
の
記
事
に
は
、「
女
学
」
に
関
す
る
皇
后
の
御
下
問

に
た
び
た
び
答
え
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
指
摘㉚

し
た
こ
と

で
あ
る
が
、
実
は
、
花
蹊
と
福
羽
の
接
点
は
、
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）

に
博
文
館
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
雲
上
女
訓 

か
ら
す
ま
る
帖
』
の
序
文
に
も
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
前
年
に
福
羽
の
序
文
を
付
し
て
刊
行
さ

れ
た
『
か
ら
す
ま
る
帖
』
は
、
翌
年
花
蹊
の
序
を
新
た
に
加
え
て
再
版
さ
れ

て
い
る
。

　
『
か
ら
す
ま
る
帖
』
と
は
、
室
町
末
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る

『
仮
名
教
訓
』
系
の
女
訓
書
で
あ
る
。
石
川
松
太
郎
は
そ
の
特
徴
を
、「
女
訓

と
習
字
手
本
と
を
兼
ね
た
教
科
書
」㉛

と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
宮
中
の
改
革

を
推
進
し
よ
う
と
し
た
美
静
の
よ
う
な
人
物
に
と
っ
て
、
花
蹊
は
与
し
や
す

い
存
在
だ
っ
た
。
美
静
は
、
幼
児
の
脳
裏
に
植
え
込
む
三
つ
の
こ
と
と
し
て
、

「
帝
道
の
尊
儀
、
王
政
の
態
、
王
民
の
勤
」
を
挙
げ
、
教
育
者
に
そ
の
徹
底

を
説
い
て
い
る
。㉜

国
民
の
半
数
を
占
め
る
女
性
に
「
王
民
の
勤
」
を
求
め
、

も
っ
て
近
代
国
家
の
「
国
民
」
た
る
こ
と
を
願
っ
た
美
静
は
、
復
古
的
な
改

正
教
育
令
公
布
の
年
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
○
）
に
、
東
京
女
子
師
範
学

校
の
摂
理
と
な
っ
た
。
在
任
期
間
は
わ
ず
か
一
年
で
は
あ
っ
た
が
、
美
静
の

着
任
は
、「
そ
れ
ま
で
一
時
期
西
欧
化
日
本
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
の
観
さ
え

呈
し
た
東
京
女
子
師
範
学
校
の
歴
史
に
生
じ
た
、
国
粋
主
義
化
と
い
う
ひ
と

「
世
界
の
花
と
な
ら
む
事
を
望
む
」　　
　

―

跡
見
花
蹊
に
み
る＂
知
＂の
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と
明
治
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の
女
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教
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つ
の
曲
が
り
角
を
象
徴
す
る
事
件
」㉝

と
も
後
に
評
さ
れ
る
出
来
事
だ
っ
た
。

　

い
っ
ぽ
う
花
蹊
は
、
市
井
に
開
い
た
自
身
の
学
校
に
お
い
て
、
実
際
の
女

性
教
育
に
携
わ
る
教
育
者
で
あ
っ
た
。
福
羽
は
、
花
蹊
の
手
に
よ
り
施
さ
れ

る
女
性
教
育
と
、
そ
の
影
響
力
に
期
待
を
寄
せ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
跡

見
に
残
る
法
帖
の
な
か
で
は
、『
雲
上
女
訓
』
と
し
て
そ
の
存
在
が
確
認
で

き
る
『
か
ら
す
ま
る
帖
』
は
、
版
本
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
花
蹊
の
教
え
に

直
に
接
す
る
こ
と
の
で
き
た
東
京
の
上
流
の
令
嬢
だ
け
で
な
く
、
広
く
世
の

女
性
た
ち
が
手
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
教
材
と
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
『
か

ら
す
ま
る
帖
』
は
、
美
子
皇
后
よ
り
東
京
女
子
師
範
附
属
小
学
校
の
児
童
に

下
賜
さ
れ
て
も
い
る
。㉞

五
、
お
わ
り
に

　
『
昭
憲
皇
太
后
史
』
に
は
、「
花
蹊
女
子
の
事
業
を
御
援
助
」
と
い
う
表
題

の
も
と
に
、
以
下
の
よ
う
な
交
流
ぶ
り
を
記
し
た
一
節
が
あ
る
。

陛
下
が
学
事
に
御
心
を
注
ぎ
給
ひ
し
中
に
、
明
治
初
年
、
跡
見
花
蹊
女

史
の
才
筆
、
未
だ
世
に
知
な
か
つ
た
時
、
早
く
も
陛
下
は
女
史
に
御
目

を
懸
け
さ
せ
給
ひ
、
女
史
の
教
育
事
業
に
御
援
助
遊
ば
さ
れ
、
京
都
よ

り
東
京
に
御
移
り
の
後
、
明
治
五
年
某
日
、
女
史
を
宮
中
に
召
さ
せ
ら

れ
て
、
太
公
望
の
釣
と
関
羽
の
青
龍
刀
を
携
ふ
る
図
を
揮
毫
さ
せ
給
ひ
、

御
自
ら
御
讃
を
遊
ば
さ
れ
た
る
事
が
あ
る
。
又
其
の
後
、
陛
下
三
条
家

へ
臨
啓
の
折
も
、
女
史
に
御
前
揮
毫
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
、
其
の
筆
に
な

つ
た
賤
の
男
の
早
苗
採
る
図
に
、
三
条
公
の
讃
せ
ら
れ
た
る
を
、
殊
の

外
賞
で
給
ひ
て
、
お
持
ち
帰
り
遊
ば
さ
れ
た
事
が
あ
つ
た
。
又
、
女
史

が
明
治
八
年
、
神
田
仲
猿
楽
町
に
跡
見
女
学
校
を
設
立
す
る
に
及
び
、

生
徒
に
紫
の
袴
を
用
ゐ
さ
せ
た
る
も
、
陛
下
の
御
心
よ
り
出
で
し
事
と

承
は
る
。
其
後
日
に
増
し
、
同
校
の
栄
え
行
く
を
お
歓
び
あ
り
て
、
偏

へ
に
生
徒
の
成
績
の
宜
し
か
ら
ん
を
、
御
奨
励
遊
ば
さ
れ
た
と
云
ふ
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
而
し
て
、
明
治
十
三
年
に
は
、
御
令
姪
一
条
辰
子
姫

を
御
入
塾
さ
せ
遊
ば
さ
れ
、
層
一
層
女
史
の
事
業
を
御
援
助
遊
ば
さ
れ

た
の
で
あ
る
。㉟

明
治
期
の
女
性
教
育
が
、
跡
見
学
校
の
み
に
よ
り
先
導
さ
れ
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
。
だ
が
、
跡
見
の
発
展
が
何
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
に
つ
い

て
は
、
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
花
蹊
が
女
性
教
育
に
懸
け
た

思
い
、
培
っ
て
き
た
教
養
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
い
か
な
る
形
で
教
育
の
現
場

に
活
か
し
た
か
と
い
っ
た
教
育
内
容
と
方
法
の
独
自
性
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る

が
、
花
蹊
を
取
り
巻
く
人
々
の
存
在
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
花
蹊
の
教
育

活
動
は
、
尊
皇
の
志
を
も
つ
人
々
や
宮
中
の
改
革
を
推
し
進
め
た
人
々
に
よ

る
政
治
的
な
動
き
と
密
接
な
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た
。
花
蹊
は
、
自
身
の
志

と
と
も
に
、
周
囲
の
人
々
の
期
待
に
も
応
え
る
形
で
そ
の
能
力
を
発
揮
し
、

も
っ
て
「
世
界
の
花
」
と
な
る
道
を
歩
も
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
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（
注
）

①	
跡
見
花
蹊
の
日
記
の
引
用
は
、
花
蹊
日
記
編
集
委
員
会
編
『
花
蹊
日
記 

第
一
巻
』（
二
○

○
五
年
、
跡
見
学
園
）
お
よ
び
同
書
所
収
の
自
筆
略
歴
「
花
蹊
日
記 

第
八
号
」「
花
蹊
日

記 

第
九
号
」
に
よ
る
。
但
し
、
濁
点
、
句
読
点
に
つ
い
て
は
引
用
者
に
よ
り
、
割
注
は

［　

］
内
と
し
た
。

②	

『
跡
見
学
園
一
三
○
年
の
伝
統
と
創
造
』「
第
一
部 

跡
見
花
蹊
の
創
意
」（
二
○
○
五
年
）。

③	

注
②
参
照
。

④	

『
跡
見
学
園
教
育
詩
藻
』（
一
九
九
五
年
、
跡
見
学
園
）
所
収
。

⑤	

以
下
、『
明
治
天
皇
の
御
製
百
首
』
と
「
花
蹊
女
史
の
遺
稿
」
の
引
用
は
、「
跡
見
花
蹊

伝
」
編
集
委
員
会
『
跡
見
花
蹊
女
史
伝
』（
一
九
九
○
年
、
跡
見
学
園
）
に
よ
る
。

⑥	

引
用
は
、
奈
良
女
子
大
学
附
属
図
書
館
「
所
蔵
資
料
電
子
画
像
集 

女
性
関
連
資
料
」
明

治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
版
に
よ
る
。

⑦	

関
口
す
み
子
『
御
一
新
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー 

荻
生
徂
徠
か
ら
教
育
勅
語
ま
で
』「
第
二
編 

文

明
の
国
へ
」（
二
○
○
五
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）。

⑧	

注
⑦
参
照
。

⑨	

注
②
参
照
。

⑩	

注
⑦
参
照
。

⑪	

美
子
皇
后
が
手
に
し
、
読
ん
だ
『
女
四
書
』
は
、
和
文
で
大
意
を
要
約
し
た
辻
原
元
甫

版
で
は
な
く
、
西
坂
成
庵
の
手
に
な
る
『
校
訂 

女
四
書
』
で
あ
る
。

⑫	

こ
の
点
に
関
し
て
は
注
⑦
の
ほ
か
、
若
桑
み
ど
り
『
皇
后
の
肖
像 

昭
憲
皇
太
后
の
表
象

と
女
性
の
国
民
化
』「
第
三
章 

皇
后
の
モ
ラ
ル―

女
訓
書
と
儒
教
」（
二
○
○
一
年
、

筑
摩
書
房
）
に
も
指
摘
が
あ
る
。

⑬	

注
②
参
照
。

⑭	

注
④
所
収
「
跡
見
花
蹊
女
史
の
女
子
教
育
追
懐
談
」。

⑮	

「
跡
見
花
蹊
伝
」
編
集
委
員
会
『
花
の
下
み
ち
』（
一
九
九
○
年
、
跡
見
学
園
）。

⑯	

注
②
参
照
。

⑰	

櫛
田
眞
澄
『
男
女
平
等
教
育
阻
害
の
要
因 

明
治
期
女
学
校
教
育
の
考
察
』「
第
四
章 

教

養
系
女
学
校
の
建
学
精
神
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
分
析
」（
二
○
○
九
年
、
明
石
書
店
）。

⑱	

植
田
恭
代
「『
源
氏
物
語
』
か
ら
み
る
跡
見
女
学
校
の
教
育―

明
治
・
大
正
期
を
中

心
に―

」（『
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
○
○
四
年
三
月
）、「
跡
見
女
学

校
の
教
育―

折
り
手
本
「
道
の
栞―

か
ら
」（『
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』

二
○
○
五
年
三
月
）、「
跡
見
女
学
校
の
教
育
と
古
典
文
学
の
教
養―

折
り
手
本
「
四

季
の
ふ
み
」
か
ら―

」（『
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
○
○
六
年
三
月
）。

⑲	

植
田
恭
代
「
跡
見
女
学
校
の
教
育
と
古
典
文
学
の
教
養―

折
り
手
本
「
四
季
の
ふ
み
」

か
ら―

」（『
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
○
○
六
年
三
月
）。

⑳	

注
⑲
参
照
。

㉑ 	

岡
本
か
の
子
「
お
師
匠
さ
ん
の
風
貌
を
偲
び
て
」（『
岡
本
か
の
子
全
集
』
第
十
四
巻
、

一
九
七
七
年
、
冬
樹
社
）
所
収
。

㉒	

杉
本
鉞
子
・
大
岩
美
代
『
武
士
の
娘
』（
一
九
九
四
年
、
筑
摩
書
房
）。

㉓	

榊
原
千
鶴
「
明
治
二
十
四
年
の
『
か
ら
す
ま
る
帖
』―

福
羽
美
静
に
み
る
戦
略
と
し
て

の
近
代
女
性
教
育―

」（『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
』
二
○
○
九
年
三
月
）。

㉔	

注
④
所
収
「
跡
見
花
蹊
女
史
の
女
子
教
育
追
懐
談
」。

㉕	

注
④
所
収
の
内
田
魯
庵
「
明
治
十
年
前
後
の
小
学
校
」（
太
陽
増
刊
『
明
治
大
正
の
文

化
』）。

㉖	

注
④
所
収
「
跡
見
花
蹊
女
史
の
女
子
教
育
追
懐
談
」。

㉗	

『
跡
見
花
蹊
日
記
』
第
一
巻
（
二
○
○
五
年
、
跡
見
学
園
）
所
収
『
花
蹊
日
記 

第
六
号
』

（
明
治
六
年
五
月
十
八
日
条
）。

㉘	

た
と
え
ば
、『
跡
見
花
蹊
日
記
』
明
治
五
年
十
一
月
八
日
、
明
治
六
年
二
月
十
二
日
、
同

年
十
月
二
十
五
日
の
各
条
。

㉙	

加
部
巌
夫
『
木
園
福
羽
美
静
小
伝
』（
一
九
○
八
年
、
福
羽
逸
人
）。

㉚	

注
㉓
参
照
。

㉛	

石
川
松
太
郎
「『
仮
名
教
訓
』
系
の
女
子
用
往
来
」（『
江
戸
時
代
女
性
生
活
研
究
』
一
九

九
四
年
、
大
空
社
）。

㉜	
注
㉙
所
収
、
福
羽
美
静
「
幼
児
に
対
す
る
昔
話
」。

㉝	

『
お
茶
の
水
女
性
大
学
百
年
史
』「
総
説 

第
一
章 

東
京
女
子
師
範
学
校
時
代
」（
一
九
八

四
年
、『
お
茶
の
水
女
子
大
学
百
年
史
』
刊
行
委
員
会
）。

㉞	

奥
田
環
、
矢
越
葉
子
「
女
高
師
と
皇
室 

大
学
資
料
調
査
の
成
果
と
課
題
」（『
お
茶
の
水

「
世
界
の
花
と
な
ら
む
事
を
望
む
」　　
　

―

跡
見
花
蹊
に
み
る＂
知
＂の
継
承
と
明
治
初
期
の
女
性
教
育 ―
（
榊
原
）	
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女
子
大
学
人
文
科
学
研
究
』
二
○
○
八
年
三
月
）。

㉟	
上
田
景
二
『
昭
憲
皇
太
后
史
』（
一
九
一
四
年
、
博
文
館
）。

　

本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
、
跡
見
花
蹊
に
関
す
る
知
見
を
ご
教
示
く
だ

さ
っ
た
花
蹊
記
念
資
料
館
学
芸
員
渡
辺
泉
氏
、『
か
ら
す
ま
る
帖
』
の
閲
覧

を
ご
許
可
く
だ
さ
っ
た
跡
見
花
蹊
記
念
資
料
館
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
本
稿
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
（
基
盤
Ｃ
）
に
よ
る
成
果
の
一

部
で
あ
る
。

名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集（
文
学
）	

一
四
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「
世
界
の
花
と
な
ら
む
事
を
望
む
」　　
　

―

跡
見
花
蹊
に
み
る＂
知
＂の
継
承
と
明
治
初
期
の
女
性
教
育 ―
（
榊
原
）	

一
五

Abstract

Atomi Kakei and women’s education

Chizuru SAKAKIBARA

	 Atomi Kakei was born in Osaka in 1840. She was studying hard at an early age, the results 

were excellent. She studied Japanese literature and Chinese classics, was also talented in 

painting and calligraphy. Her family and her father’s employer expected her to succeed by 

her wonderful talent. She opened a private school in Osaka, and taught the daughters of the 

nobility. Her private school was a very high reputation in the Kansai region.

	 Kakei went to Tokyo in 1870 with her family. Kakei was the owner of sonnō jōi thought 

(Revere the Emperor, Expel the Barbarians), was to worship Japanese emperor. Kakei 

supported the educational policy that the emperor and the empress advanced. Kakei 

cooperated with the reform of the imperial household’s old custom. Kakei founded the school 

of Atomi in 1875. Atomi school was a private school that had been built for the first time in 

Japan for the woman. Many noble daughters, in Atomi school, were educated to become a 

submissive housewife so excellent. In Atomi school, the teaching of penmanship was very 

important. Students were practicing writing letters beautiful, and Kakei intended to acquire a 

strong mental power by calligraphy. Kakei handed out to students the text of the manuscript. 

Students learnt teacher’s educational concept and ideal by Kakei’s text. 


